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平成26年11月28日（金曜日）

午後１時29分開会

会議に付した案件

○概要説明

総合政策部、商工観光労働部

１．「みやざき東京オリンピック・パラリンピ

ックおもてなしプロジェクト」について

２．「みやざき東京オリンピック・パラリンピ

ックおもてなしプロジェクト」に係る商工

観光労働部の主な取組について

○協議事項

１．次回委員会について

２．その他

出席委員（15人）

委 員 長 山 下 博 三

副 委 員 長 有 岡 浩 一

委 員 中 村 幸 一

委 員 星 原 透

委 員 十 屋 幸 平

委 員 横 田 照 夫

委 員 松 村 悟 郎

委 員 内 村 仁 子

委 員 後 藤 哲 朗

委 員 右 松 隆 央

委 員 清 山 知 憲

委 員 太 田 清 海

委 員 河 野 哲 也

委 員 図 師 博 規

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（２人）

委 員 蓬 原 正 三

委 員 渡 辺 創

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

総合政策部

総 合 政 策 部 長 橋 本 憲次郎

県参事兼総合政策部次長
永 山 英 也

（政策推進担当）

総合政策部次長
安 田 宏 士

（県民生活担当）

部 参 事 兼
井 手 義 哉

総 合 政 策 課 長

文化文教・国際課長 菓子野 信 男

商工観光労働部

観光物産･東アジア戦略局長 金 子 洋 士

部 参 事 兼
田 中 保 通

商 工 政 策 課 長

観光物産･東アジア戦略局
孫 田 英 美

観 光 推 進 課 長

観光推進課記紀編さん
松 浦 直 康

記念事業推進室長

農政水産部

部 参 事 兼
向 畑 公 俊

農 政 企 画 課 長

農 政 企 画 課
甲 斐 典 男

ブランド・流通対策室長

畜産新生推進局
坊 薗 正 恒

畜 産 振 興 課 長

事務局職員出席者

政策調査課主任技師 山 口 大 吾

政策調査課主幹 松 浦 好 子

○山下委員長 それでは、ただいまからスポー

ツ振興対策特別委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程（案）をごらんくだ
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さい。

今回の委員会では、総合政策部と商工観光労

働部、農政水産部に出席をいただき、本県の2020

年を見越した取り組みである「みやざき東京オ

リンピック・パラリンピックおもてなしプロ

ジェクト」について、プロジェクトの概要や県

が今取り組んでいる施策等について説明をいた

だきたいと考えています。

なお、前回の委員会の中で委員より要望いた

だいておりました、長崎がんばらんば国体と全

国障害者スポーツ大会の結果につきましては、

資料の事前配付という形にかえさせていただい

ておりますので、御了承ください。

続いて、４の協議事項でありますが、次回委

員会の調査事項等について御協議いただきたい

と考えております。

以上のとおり決定することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのように決定をい

たします。

では、執行部入室のため、暫時休憩をいたし

ます。

午後１時30分休憩

午後１時32分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

本日は、総合政策部と商工観光労働部、農政

水産部においでいただきました。

なお、本日は、北諸県郡選出の蓬原正三委員

と宮崎市選出の渡辺創委員が所用のため欠席い

たしております。

それでは、早速ですが、概要説明をよろしく

お願いいたします。

○橋本総合政策部長 総合政策部長の橋本でご

ざいます。本日はよろしくお願い申し上げます。

まず、お礼を申し上げたいと思います。今月12

日に清武町におきまして開催しました、みやざ

き東京オリンピック・パラリンピックおもてな

しプロジェクトフォーラムに、山下委員長、有

岡副委員長の御出席をいただきました。おかげ

さまで大変有意義なフォーラムとすることがで

きました。この場をおかりしまして、御礼申し

上げます。ありがとうございました。

本日御報告いたします項目について、御説明

いたします。

お手元にお配りさせていただいております資

料をお開きいただきまして、目次をごらんくだ

さい。

今回御指示いただきました、Ⅰみやざき東京

オリンピック・パラリンピックおもてなしプロ

ジェクトにつきまして、その概要等を総合政策

部から、次に、Ⅱでございますが、みやざき東

京オリンピック・パラリンピックおもてなしプ

ロジェクトに係る商工観光労働部の主な取組に

ついて、商工観光労働部から御説明申し上げま

す。

私からの説明は以上であります。よろしくお

願いいたします。

○井手総合政策課長 項目のⅠ、みやざき東京

オリンピック・パラリンピックおもてなしプロ

ジェクトについて、総合政策課のほうから御説

明を差し上げます。

資料の１ページからなのでございますが、そ

の概要及び推進体制につきまして、２ページ、

３ページを使って御説明させていただきたいと

思います。２ページ、３ページを開いていただ

きたいと思います。

このプロジェクト、まず、２ページ目の一番

上ですけれども、理念といたしまして、東京オ
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リンピック・パラリンピックのみならず、その

以降を見据えて、次世代に受け継ぐ有形無形の

財産づくり、一過性のものにしないということ

を理念としております。

その下にございますように、基本的な考え方

としましては、この好機を逃さず、全県挙げて

「おもてなし環境」を磨き上げて世界に発信を

していく、そして、この東京オリンピック・パ

ラリンピックの活力を宮崎に取り込んで、経済、

地域の浮揚につなげていく、さらに、この東京

大会の成功のために、宮崎の強みを生かして貢

献をしていくという、３つの基本的な考え方に

基づいております。

取り組みの中身としましては、戦略の柱を３

つ立てておりまして、まず１本目の柱としまし

て、宮崎の強みを生かした東京大会への貢献と

いうことで、もちろん最初に書いていますよう

に、大会・合宿の受け入れ等の協力、そして宮

崎の誇る食材・食文化をこの機会に提供してい

く。また、スギの利活用技術を、例えば選手村

等で使っていただけないかというような提案を

していく。そして、文化のほうのプロジェクト

も動きますので、神楽を初めとする伝統芸能・

伝統文化を披露する場という形で使っていただ

けないかということで、貢献をしていくという

ことを考えております。特に、この最後の神楽

のあたりでは、オープニングセレモニーで天岩

戸開きの伝説等のところをぜひ使っていただき

たいというような提案をしていくこととしてお

ります。

２番目の柱としまして、魅力の向上というこ

とで、まず、ＭＩＹＡＺＡＫＩの魅力発信とい

うことでスポーツランドでありましたり、神話

のふるさとでありましたり、食文化、この辺を

磨き上げて国内外でプロモーションをやってい

くということ。そして、この機会を捉えて外国

人の誘客を強化していこうということ。特に、

一番下に書いておりますけれど、ＭＩＣＥの誘

致等に取り組んでいくということにしておりま

す。

戦略の４としまして、オリンピックを機会と

して、おもてなし環境をさらに充実をさせてい

く。特に、外国人対応も含めて充実させていく

ということで、多言語表記でありますとか観光

ガイド、おもてなしボランティア等の育成、活

動の推進、また、Ｗｉ―Ｆｉ等通信手段の整備

をする部分でありますとか、一番最後に書いて

おりますけれど、県産材の活用でありましたり、

ユニバーサルデザインによる多様な方々が暮ら

しやすいまちづくりもここの中で取り組んでい

くということにしております。

３本目の柱が、これまでも取り組んできまし

たスポーツランドみやざきでございます。これ

をさらに一層推進していくということで、大会

・合宿の誘致、そして戦略の６に掲げておりま

すスポーツ人材の育成と生涯スポーツの振興と

いうことで、宮崎からオリンピック選手、パラ

リンピック選手をぜひ出せるように、選手育成

に力を入れていくということにしております。

右側の３ページのほうに推進体制を書いてお

ります。

まず、右肩のほうにあります庁内の組織とし

まして、みやざき東京オリンピック・パラリン

ピックおもてなしプロジェクトの推進本部、知

事を本部長とする本部をつくりまして、各部局

長で構成されております。これと連携し、県挙

げて進めていこうということで、官民連携の組

織を同時に立ち上げました。同プロジェクトの

連携会議という名前をつけておりますが、県、

市町村、そして民間の関係団体等で構成をされ
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ております。

その下に必要に応じて専門部会という形で、

現時点で３つの専門部会を立てております。右

からスポーツランドの推進部会、これは観光コ

ンベンションのほうで、今までありましたスポ

ーツランドみやざき協議会、この協議会とあわ

せて部会として推進をしていくと。そして、左

端のほうの神話のふるさと推進部会、ここにつ

いては、記紀編さんの記念事業とあわせて進め

ていくということにしております。そして真ん

中、基盤となる魅力を向上させていく推進部会

ということで、プロモーションの強化でありま

したり、ＭＩＣＥ等に取り組んでいくと。この

３つの専門部会、必要に応じて、また、この部

会をさらに専門分野に分けて開催をしていくこ

とも考えております。

以上、全体の概要と推進体制でございます。

１ページのほうに戻っていただきまして、こ

れまでの経緯ということで２からまとめており

ますが、先ほど申しました体制として、推進本

部を６月に、そして連携会議を８月に設置をい

たしまして、県民の皆さん方の機運の醸成とい

うことを考えまして、まず、３の（１）でござ

いますが、８月24日、みやざき東京オリンピッ

ク・パラリンピックのおもてなしプロジェクト

の講演会ということで、日本スポーツツーリズ

ム推進機構の事務局長、中山氏に来ていただき

まして、オリンピックそのものについてのお話、

「オリンピックレガシーを築くために」という

講演会、また、アスリートの考え方ということ

で、増田明美様に来ていただきまして、「選手が

よろこぶ「おもてなし」」という講演をしたとこ

ろでございます。

そして、その下のほう、（２）でございますが、

先ほど部長のほうからもお礼を申し上げました

けれども、11月12日に清武町のほうで同プロジェ

クトのフォーラムということで、「日本を代表し

て世界で活躍する選手を宮崎から」と、選手育

成をテーマとした講演とトークディスカッショ

ンという形で、プロサッカーなでしこジャパン

の監督であります佐々木氏、そしてトークディ

スカッションのほうでは宗監督、中村監督、西

村監督という本県のスポーツを引っ張ってこら

れた監督に出演いただきまして、トークディス

カッションをしたところでございます。参加者

については、それぞれそこに書いてあるとおり

でございます。

今後もこういう形で機運を醸成しながら、ま

た一つ一つの具体的な課題につきましては、専

門部会等で議論をしながら、プロジェクトの推

進を図っていくこととしております。

総合政策課からは以上でございます。

○孫田観光推進課長 それでは、観光推進課の

ほうから御説明いたします。

資料の４ページをお願いいたします。

「みやざき東京オリンピック・パラリンピッ

クおもてなしプロジェクト」に係る商工観光労

働部の主な取組といたしまして、スポーツ合宿

・大会等の誘致、外国人誘客対策、開会式セレ

モニー・文化プログラム対策の３つの項目を説

明させていただきます。

初めに、１つ目の項目のスポーツ合宿・大会

等の誘致であります。

（１）の本年度の県の取り組みでありますが、

５月16日の本委員会でスポーツランドみやざき

推進協議会、東京五輪おもてなし部会の設置な

ど、前年度から本年度当初の取り組みは御説明

させていただいておりますので、本日は、その

後の状況を中心に説明させていただきます。

まず、①の誘致活動、セミナーの開催等であ
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りますが、７月には知事が大会組織委員会を訪

問し、合宿誘致に向け、キャンプ地宮崎の受け

入れ実績などをＰＲしたほか、東九州自動車道

の開通を踏まえ、初めて、大分と四国地方で誘

致活動を行いました。

また、10月には駐日大使の来県にあわせ、直

前合宿の候補地として、本県の合宿関係施設や

実績等を積極的にＰＲいたしましたほか、11月

には高速道やフェリーの活用がより期待される、

福岡や大阪地区でスポーツ合宿誘致セミナーを

開催したところであります。

次に、②の大会・合宿への支援であります。

全日本サーフィン選手権や女子野球ワールド

カップなど、スポーツランドみやざきの推進に

資する誘客効果の高いスポーツイベントには、

みやざき観光コンベンション協会を通じ、開催

経費の一部助成を行っているほか、ラグビー日

本代表など、本県で合宿を行っていただいてい

る日本代表チームには、プロ野球やＪリーグと

同様に、激励品として県産品を贈呈していると

ころであります。

次に、③の合宿受入環境の向上対策に係る市

町村への助成であります。本年度は、ゴールネッ

トやバッティングゲージなど、サッカーや野球

の合宿受け入れ環境の向上に資する備品の購入

など、７市町村に補助を行っております。

最後に、④のスポーツメディカルの推進であ

ります。本委員会には、７月に宮崎大学医学部

の帖佐先生のお取り組みを視察いただきました

が、キャンプ地宮崎のポテンシャルを一層高め

るべく、宮崎大学医学部附属病院帖佐先生の協

力のもと、本県でスポーツ合宿を行う個人・団

体がスポーツメディカルチェックを行える仕組

みを創設したところであります。

次に、（２）のスポーツ合宿を受け入れている

主な宿泊施設であります。今春のプロ野球６球

団及びＪリーグ20チームの宿泊施設であります

が、宮崎市など５市１町でごらんのホテル、旅

館が利用されております。

５ページをお願いいたします。（３）の今後の

対応であります。

大会組織委員会では、日本国内の事前キャン

プ候補地について、参加予定国に情報提供を行

う予定でありまして、本県といたしましても、

来年３月の意思表明申請など積極的に対応して

いく予定であります。

なお、あくまでも、事前キャンプは、参加国

が任意に実施するもので、キャンプ地の決定権

は各国競技団体等にありますので、各自治体は

別途、独自に誘致活動に取り組む必要がありま

す。このため本県といたしましても、日本代表

等の誘致実績をしっかり積み重ねながら、海外

からの事前合宿の誘致についても、対象国や対

象種目の絞り込みなど鋭意取り組んでまいりた

いと考えております。

次に、２つ目の項目の外国人誘客対策であり

ます。まず、（１）の県内外国人延べ宿泊者数の

推移であります。御案内のとおり、我が国の訪

日外国人は、昨年初めて1,000万人台を超えるな

ど増加基調にありますが、本県におきましても、

延べ宿泊者数は、合計値で24年、25年連続で12

万人台と好調に推移しております。

また、国別も、24年に大規模な研修ツアーが

あった韓国が、その反動で、25年は対前年でマ

イナスになっておりますが、ごらんのとおり台

湾、香港、中国は大幅に増加を見ております。

なお、参考までに、九州の外国人入国者数の

推移の表を下におつけいたしましたが、21年、23

年を底に、24年、25年が増加基調と、本県と同

様な動きとなっております。
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６ページをお願いいたします。（２）のおもて

なし環境の充実に向けた取り組みであります。

まず、①の多言語表記でありますが、広域観

光案内板等の設置について、25年度に多言語化

に対応した新しいデザインに一新したところで

あり、27年度までに全ての案内板を更新する予

定であります。

また、昨年度末、観光庁が策定した、観光立

国実現に向けた多言語化対応の改善・強化のた

めのガイドラインを市町村等に積極的に周知す

るとともに、ごらんのとおり、多言語表記など

観光地づくりに取り組む市町村に支援を行って

おります。

次に、②の観光ガイドの育成等でありますが、

ごらんのとおり、現在、本県には通訳案内士が47

名登録されております。このほか九州各県、九

州観光推進機構と連携し、国家試験を受けるこ

となく、九州域内で有償で通訳案内ができる「地

域活性化総合特別区域通訳案内士」、いわゆる特

区ガイドの養成に平成25年度から取り組んでお

り、現在、九州全体で89名、うち宮崎県居住者

８名が登録されております。

また、観光ボランティアは現在、14市町村に22

団体ありまして、このうち５団体が外国語が話

せるスタッフや多言語パンフレットの活用によ

り、外国人観光客まで対応されています。

なお、みやざき観光コンベンション協会が事

務局となり、団体相互の交流やスキルアップな

どを目的に、「癒しの国みやざき観光ボランティ

ア協議会」が設立されておりまして、さまざま

な活動が取り組まれております。

７ページをお願いいたします。

③のＷｉ―Ｆｉ環境の推進でありますが、外

国人観光客からのニーズが高いＷｉ―Ｆｉ環境

の整備促進を図るため、本年度、県内の宿泊施

設を対象に、整備費の一部助成を行っておりま

す。現在、22施設が本事業を活用され、県内で

外国人を受け入れているホテル、旅館等はおお

むねＷｉ―Ｆｉの環境を整えていただいたもの

と考えております。

その他、④の輸出物品販売場、いわゆる免税

店拡充への対応のとおり、外国人観光客のお買

い物環境の向上を図るべく、県内の事業者等を

対象に、免税店制度の改正等の説明会を開催し

たほか、⑤のムスリム旅行者（ハラル）への対

応のとおり、インドネシアやマレーシアを初め

とする、ＡＳＥＡＮ諸国等からのムスリム旅行

者への対応を強化するため、食事や礼拝環境等

に関する説明会を開催したところであります。

最後に、３つ目の項目の開会式セレモニー・

文化プログラム対策であります。記紀編さん記

念事業推進室では、東京オリンピック・パラリ

ンピックの開会式セレモニーにおける天岩戸開

き神話の採用を大会組織委員会等に要望すると

ともに、「神話のふるさと推進部会」を立ち上

げ、2020年に向けた文化イベントの展開につい

て、検討を行っているところであります。

お手元の白いパンフレットは、７月に大会組

織委員会にお示ししたもので、震災復興のスト

ーリーを天岩戸開き神話をモチーフに展開して

はどうかと、知事から直接、武藤事務総長に御

提案させていただきました。

私からの説明は以上であります。

○山下委員長 ありがとうございました。執行

部の説明が終わりました。

御意見、質疑等を承りたいと思います。

○徳重委員 きょう、県の体育館を視察をさせ

ていただいたところですが、いろいろ問題があ

るということが指摘されていたようであります。

あの現状では、国体も開けそうにもないなとい
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うことなどを考えますときに、県体育館がメー

ン会場になる場所であろうと考えますときに、

どういう考え方を総合政策部の中では考えてい

らっしゃるのか。

○井手総合政策課長 県体育館を御視察いただ

いたということで、老朽化については、県庁の

中としても認識を同一としているところでござ

います。昭和43年築と存じておりますが、現行、

現状の体育館のままでは、確かに２巡目の国体

に使えるかどうかというのは非常に心もとない

と。

考え方としては、新設もしくは大規模改修、

そして小規模な改修と３つの方法があろうかと

思います。それぞれに経費としては何十億とい

う単位でかかるということも、我々も聞いてお

りますので、実際の財源等も含めながら、長期

的に検討をしていかなければならない課題であ

るというふうに考えております。

○徳重委員 前向きに検討をいただかなきゃな

らないかなと思うんですよね。まずは、大きな

問題として、障がい者の方々が利用できない施

設であるということが明白だなというのが一つ。

それと、さらには、もういずれにしても床の状

況、あるいは観客席あるいは予備的な施設、そ

ういったものも一切利用できないような状況に

あるなと、そういう思いでありましたので、ぜ

ひ、これはもう早い時期に、もう今の段階であ

る程度計画を立てていなければ、間に合わない

のではないかというような気がしたので、ぜひ

ひとつ早急にそういう方向づけを決めてほしい

なと思ったところです。

以上です。

○永山総合政策部次長（政策推進担当） 国体

等に向けて、あるいはスポーツランドのさらな

る推進に向けて、スポーツ施設の充実というこ

とは大事だと思っています。御指摘のありまし

た県の体育館もそうですし、陸上競技場、ここ

をどうしていくかという大きな課題もあります

し、プールの問題等もあります。いずれにしま

しても、市町村の施設もあわせて県内のスポー

ツ施設をどう整備していくか、それから、そこ

でどういう競技を行っていくか、総合的な検討

が必要だというふうに思っています。スピード

感を持って、総務部それから教育委員会、そし

て総合政策部もしっかり関与しながら、検討を

進めていきたいというふうに思っております。

○星原委員 今、それぞれ説明をいただいたの

ですが、まず、このみやざき東京オリンピック

・パラリンピックのおもてなしプロジェクトと

いうことで、それぞれ項目を上げてなされてい

るのですが、この20年の大会までに向けて予算

規模はどういう形にしていくのかということと、

そして、やはり市町村との連携をどういう形で

とっていくのか。掲げてはいるのですけれど、

ある程度具体的に今の段階で、どういうふうに

年度ごとに20年に向けて、初年度はこういうこ

とをずっと進めていく、年度の中で６年間の中

で、どういう形でという、そういうスケジュー

ルもあるんじゃないかなというふうに思うんで

すよね。

そうした場合に、多分、合宿などということ

になると、やはり施設の充実とかそういったも

のも考えなくちゃいけないでしょうし、あわせ

て言われたように、国体に向けてということに

なると、やはり県内各地域にいろいろな施設等

もある程度配分しながら、このことにおいて、

地域がそれぞれ県北から県南までいろいろな施

設の充実を図っていって、終わった後には、そ

ういう施設が地域の人たちにうまく活用される

ようなところまで考えていくべきじゃないかな
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と思っていますので、今回はそういうことも含

めて、多分総合政策部のほうでトータルでいろ

いろなことを考えられているのかなというふう

に思いますので、その辺の考え、予算も含めて、

どれぐらいの規模でやっていこうという考えな

のか、その辺をわかっていれば教えてください。

○井手総合政策課長 2020年までのスケジュー

ル感というお話と予算のお話とということです

が、スケジュール的なものを申しますと、まず

はリオオリンピックまでの間、実際には東京オ

リンピックが始動するのは、リオオリンピック

以降ということになりますので、そこまでの間

にどういうことが取り組めるのか。リオオリン

ピックが終わったところで、既に宮崎がどのく

らいのことを提案できるのかということが、勝

負だろうというふうに思っております。そこに

向けて市町村とも連携をしながらやっていくと

いうことで、この推進会議を立ち上げたところ

でございまして、市町村の担当課ともいろいろ

議論を今後詰めていくということにしておりま

す。

予算規模に関しましてでございますが、今、

スポーツ施設等まで含めるとかなりのものに

なってまいります。したがいまして、現時点で、

このプロジェクトで総額どのぐらいの予算とい

うところまでの検討は正直いたしておりません。

今後、毎年度毎年度の予算の中でできるだけの

取り組みをしていくと。将来的にどうするかと

いうことは、全庁的に議論が必要というふうに

考えております。

以上でございます。

○星原委員 予算は考えていないということな

のですが、何かをつくるとすれば、完全に予算

が必要なわけで、やはりどういったところから

のどういった種目の、逆に誘致でもそうなので

すが、そういったものを決めていって、そうい

うところとやろうとしたときに、そういう施設

があるのかどうかとか、今の施設で対応できる

かどうかとか、そういったものも考えておかな

いと、その都度単年度ごとに考えてたのでは、

もう多分厳しいんじゃないかなと。

だから、どういった種目に、あるいはいろい

ろなものを考えながら、宮崎である施設を使う

のであればこういうところをうまく活用して、

お金がなければ、ちょっと改装するとか、いろ

いろなことを少ししながら、やらなくちゃいけ

ないだろうと思うし、ある程度余裕があるのな

ら何か大きなものを持ってきて、そして、さっ

きも言ったように、やはりオリンピックとかパ

ラリンピックが終わった後に、どういうふうに

そのこと、金をつぎ込んだものが、ちゃんと費

用対効果として、県民になりあるいはほかの観

光誘客なり、いろいろな形を含めて、そういう

ものに使えるかどうかというところまで考えて

おかないと、目指すところをもうちょっとそう

いう形まで考えての予算、スケジュール、いろ

いろなことを考えるべきじゃないかなというふ

うに思うのですが、その辺の扱いはどういうふ

うに考えてあるんですか。

○金子観光物産・東アジア戦略局長 今、星原

委員のほうから一例としてキャンプ誘致のお話

が出ましたが、ちょうど資料の４ページをごら

んいただきますと、②のところ、ここに、いわ

ゆる日本代表クラスへの激励品の贈呈という形

がございます。これは、今、宮崎にある施設で

ジャパンが合宿を張っていただいているという、

これは一つの大きなアピールポイントだと思い

ます。これ以外にも、例えばサッカーでしたら、

今のＪリーグの40のうち半分が宮崎でキャンプ

を張っていた。
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要は、既存施設でも十分に事足りてる分があ

れば、それを一つの売り材料にいたしまして、

合宿を積み重ねていくことが、結果、海外のチ

ームの誘致につながっていくと、そのような流

れをぜひつくっていきたいというふうに思って

おるところでございます。

もちろんオリンピッククラスの施設があるに

それはこしたことはないのですが、ただ、当然

いろんなハードルもありますので、今はとにか

く、宮崎はこれまでスポーツランドということ

で、30年間ぐらいにわたって培ってきた財産、

ハードだけじゃなくてソフト、受け入れ体制等

もありますので、ぜひそこらをジャパンの合宿

をまず足がかりにして世界につなげていくとい

う流れでいきたいと思っております。

○星原委員 もう一点なのですが、やはり宮崎

だけじゃなくて、いろいろな角度からそれぞれ

の都道府県が目指していると思うんですよ。だ

から、そうなってくると、その情報も収集しな

がら、どういう形でうまく宮崎をＰＲしたり宮

崎を選んでもらったり、いろいろなことができ

るかという、そういう情報収集もしっかりして

おかないと、どこかで同じような方向に行って

いてとか、あるいは九州内でそれぞれ連携をと

りながらいろいろな形で、来てもらう種目なり

国なりいろいろなものをやることで、来た人た

ちが、来た県だけじゃなくて隣の県まで、いろ

んな観光をして帰るとか、いろいろなことにす

る面もあるかもしれませんから、そういうこの

九州管内、隣の県あたりとの連携のとり方もしっ

かりとりながら、中で宮崎がどういうふうに目

指していくかということを進めてほしいなとい

うふうには思うのですけれど、そういうことま

で何か考えられて進めていないんですか。今の

ところはまだ宮崎だけの感じをどうするかとい

うことなんですか。

○孫田観光推進課長 オリンピック・パラリン

ピックの直前合宿そのものは、かなり大きな選

手団が長期にわたって滞在しない限り、それ自

体では余り経済効果というものは生み出さない

というふうに考えておりまして、いろいろな国

のいろいろな方々が来ていただくことは、その

来ていただくことによる名前、ＰＲ効果といい

ますか、そういったことになるかと思いますが、

それは実際に来ていただいた年、2020年の部分

でありまして、それまでに取り組んでいくもの

とはちょっとまた別のお話かなというふうに考

えます。

それまでの間は、先ほど局長のほうから申し

上げましたように、それを来ていただくための

評価を得ていく時期ということでやっていきま

すし、実際にスポーツランドみやざきでたくさ

んの方々に来ていただいているのは、実質的に

も経済的な効果も生み出しているということか

と思います。

なお、近隣の広域的な連携的な部分といいま

すのは、少なくとも現時点ではなかなか難しい

のかな。いわゆる企業誘致等と同じで、なかな

かお互いが丸くおさまるような形でのやり方、

滞在する場所というのは、やはりそう点々とす

るものではありませんので、コンディション調

整とかをやりますから。その後の観光について、

そのあたりで若干、広域的なお話で御紹介をす

ることができるぐらいかなということかと思っ

ております。

○星原委員 よろしくお願いします。

○十屋委員 今、星原委員からもあったんです

けれど、オリンピックの一時的なものではなく

て、将来的に向けてというお話だったと思いま

す。私もそのとおりだと思います。宮崎がスポ
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ーツランドみやざきということを標榜して、先

ほど説明あったように30年前にこの議論もした

と思うのですが、そのときに、その施設とか、

それから、これほどスポーツで頑張れた宮崎と

いうのを想像したのか。当然、そのときに思い

ますのは、結局、54年の国体があったり、平成14

年の高校総体があったりしていろいろな誘致を

したと。結果的に、それは施設があって、そこ

に結びついたという側面も拭えないと思うんで

すね。それは県だけではなくて各市町村も頑張っ

てきた。

だから、スポーツランドみやざきをこれから

ずっとまた発展させていくということを見たと

きに、先ほど体育館の話もありました、陸上競

技場の話もありました。それは、長期的なスパ

ンでの投資を県としては総合政策部はどう考え

るか。だから、単純にそのオリンピック期間だ

けではなくて、これから10年先、20年先の宮崎

のこの政策をどう続けていくかというときに、

国体の２巡目を誘致するということは、これが

大きな一つのきっかけであって、そこのために

施設を整備しといて、それから先、またそれを

利用して、宮崎の経済効果なり発展させていく

という考えを持つのか持たないかによって、や

はり大きく政策の転換、財政的なことは一番わ

かりますけど、そこら辺もあるんじゃないかな

と思うんですよ。

だから、スポーツランドみやざきを標榜した

段階での、これまでいろんな合宿とかいろいろ

なことが成功に結びついたと、皆さんの努力も

もちろん評価しておりますけれども、そういう

施設があったからこそ、できたという側面とい

うのも拭えないのではないかなと思います。だ

から、どういうふうな形で……。オリンピック

にしろ、国体にしても、これは一つのきっかけ

ですね。だから、それを宮崎にどうつなげてい

くかということを持てば、ある程度の投資対効

果というのは、我慢しなきゃいけないところも

出てくるかもしれないけど、やるべきなのかな

と個人的には思ってるんですよ。どういう視点

に立つかということ。

○永山総合政策部次長（政策推進担当） スポ

ーツ施設がスポーツランドの振興に果たした役

割というのは、当然のことながら、すごく大き

かったと思っています。それがかなり老朽化が

進んできているということは、極めて大きな課

題だという認識は少し以前からあったわけです

けれど。２巡目の国体を目指していこうという

動きの中で、この施設整備について、市町村も

含めてではありますけれども、全体的に考える

ということは極めていいチャンスなんだという

ふうに思っています。

それで、どこまでできるかというのは、厳し

い財政状況の中でどうかとなりますが、それを

施設整備を考えるには当たっては、今、委員か

ら御指摘があったように、我々もプロジェクト

の中で言っていますが、有形無形の財産づくり

ということで、オリンピックとか国体とかとい

うことにとどまらず、次の県づくりにどうつな

げていくかという視点はしっかり持って、なお

かつ、その際には、県内各地域でどう経済につ

なげていくかというふうな視点も持ちながら、

やる必要があるだろうと思っています。なかな

かその財政の問題があって、今明確にお答えす

ることが難しい面はありますけれども、そうい

うふうな視点は持つべきだというふうに認識は

しております。

○十屋委員 もう一つの視点で財政的な話です

ると、今、国においては、やはり民間の減価償

却という発想をもとに、会計の見直しとか、県
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政・市政の運営をする中での方向性はある程度

動いていると思うんですけれど、そういうこと

を考えたときには、やはり投資、そして減価償

却していく。今の財政状況では無理だけれど、

そういう簿記の会計のあり方も考えたときには、

今の県の財政力からすると大きな負担にはなる

と思うけれど、将来的なことの投資というふう

に考えれば、ある程度、一歩踏み出すこともで

きるんじゃないかなと、私個人的には思うんで

す。

そこは担当の総合政策課と財政課との話にも

なると思うんですけれど、そこら辺のところの

これからの簿記会計のあり方も含めて考えるべ

きなのかなというふうに、ちょっと思ってるも

のですから。それはもうお答えは要りませんけ

れども、そういうふうに思ってます。

○内村委員 この資料の７ページに載っていま

す⑤の中です。ムスリム旅行者への対応という

ことで、これ10月９日にされたということです

が、そのときの結果、評価といいますか、それ

をちょっと教えていただけますか。

○山下委員長 評価。

○内村委員 感じられたこと。

○山下委員長 感想でも何でもいい。

○金子観光物産・東アジア戦略局長 これは私

が参加をいたしましたので、私のほうから答え

させていただきます。

やはりハラルといいますと、日本人の観念と

して扱いが難しいという、そういう固定観念が

まずあるのですけれども、講師の方からは、本

当に厳しい、徹底した人から緩やかな方、いろ

いろな旅行者、宗教への入り込み度によって違

いがあるので、まずはできることから取り組ん

でみることが、大事だというふうな御指導をい

ただいたところであります。

具体例としては、例えば横浜市あたりが、さ

まざまなハラル対応の案内ですとか、それから、

特に豚肉等のそういう食品の禁止事項がありま

すので、そういったものへのチェック体制とか

さまざまな先進事例等の紹介もいただいたとこ

ろであります。

それから、地元の宮崎大学がこのハラルに関

して、せっかく留学生が関係国から来ていると

いうこともありまして、そこもハラル対応の観

光でありますとか食とか、貢献をしていきたい

というような事例発表等もあったところであり

ます。このような形で、まずできることから始

めようというような形での研修内容であったと

思いますので、かなりホテルとか旅館とか交通

事業者とか関係者も来ておりましたので、そう

いった意味では、意義深い内容ではなかったか

というふうに思っております。

○内村委員 それについて、やはり宗教が絡ん

だ食べ物は、豚肉は一切、ハムもだめ何もかも

だめで、今まできていた。私たちも以前、スカ

イダイビングとかそれから弓道大会、世界大会

をやりましたので、その食事を一番気を使った

のですが。だから、ほかのところがやりたがら

ないもの、そういうものにはやはりアタックし

ていくことがいいんじゃないのかな、気を使う

ところはですね。それでそのときに出せたのが

チキン類、かしわ飯しかだめだったんです。だ

けど、それでお互いに気を使うことで、それか

ら先の交流が続いていくということで、この宮

崎県の食材、安心・安全を売り込むためには、

またいい機会じゃないかなと思うんですけれど

も、そういうことへのこれから先のちょっと展

望がありましたら、また教えてください。

○金子観光物産・東アジア戦略局長 ＡＳＥＡ

Ｎだけで６億人の人口がありますが、そのうち
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の４割がやはりイスラム圏という形、非常に大

きな市場としての規模を持っておりますので、

やはりそこに向けたハラル対応の宮崎県の食品

の輸出ですとか、あるいは観光客への提供とか、

それはやはり非常に将来的な可能性が大きいと

いうふうに見ておりますので、これ一度で終わ

らせず、今後も継続することによりまして、ハ

ラル対応の宮崎というふうな形。

それから、もう一つ今思い出したのですが、

いわゆるお祈りの時間、お祈りをする場所とい

うのも非常に大事だそうでありまして、例えば

福岡空港や関空にはお祈りをするスペースが

ちゃんとあるようであります。そういった辺の

対応も、やはり抜かりなくやる必要があるんじゃ

ないかなというふうに思いました。

○内村委員 ぜひ、これからまた研究していっ

ていただきたいと思います。

以上です。終わります。

○星原委員 もう一点、今、スポーツキャンプ

とか春先にやっているんだけれども、宮崎県は

ホテルとか旅館が目いっぱいじゃないかという

話が出るぐらいのところにきているのですよね。

皆さん方がこうやっていろいろ誘客、誘客とやっ

ているけれど、そういうホテル・旅館関係者と

話し合って、どこかがやはりそういう施設面の

拡充もしていかないと、本当に呼びかけて、今

でもなかなか春先は泊まる場所がないというこ

とも聞いてるのですけれど、その辺のホテルや

ら旅館の人たちがやはり、それだけ呼び込んで

きたときに、どれぐらいの宿泊室数が必要かと

か、一方ではそういうことも考えておかないと、

これから非常に難しいことが起きてくるんじゃ

ないかなと。来てくださいと言われたけど、ホ

テルがとれないじゃないですかとか、泊まる場

所がないじゃないですかと、そういう話も聞く

んですよね。

だから、そういう面のところもやはりぴしっ

と、どれだけのことを年間に、あるいは月ごと

に来たときに、本当に宮崎で受けられるのかど

うか。あるいは、宮崎市内で受けられなければ、

都城でも延岡でも日向でもどこでもいいんです

けれど、そういう流れのところにどうやってう

まく誘導ができるかとか、いろいろなそこら辺

もやはり考えておかないと、来てください、来

てくださいとばかりやっていても本当に大丈夫

かなと、内心そういう気がするのですが。

その辺のところについてのそういう団体とい

うか、ホテル・旅館関係の人たちとの協議。や

はり客室数が決まっているわけですから、その

中で出てくるのではないかなというふうに思う

んですね。ビジネスホテルは結構できてるんで

すけれど、ちゃんと観光客なりそういういろい

ろなスポーツをやる人たちが合宿で来るときな

り、あるいは応援に来る人なり、いろいろな人

たちをちゃんと受けられるだけのものが、どれ

ぐらいあるのかということも、やはり一方で把

握しておかないといけないんじゃないかなと思

うのですが、その辺の対応というのはどういう

ふうに捉えてらっしゃるんですか。

○孫田観光推進課長 委員が御指摘のとおり、

１、２、３月のいわゆる春のキャンプシーズン

につきましては、ほぼ満室状態が続くというこ

とで、非常に予約もとれないという状況になっ

ております。しかしながら、年間の稼働率を見

ますと、県内ではビジネスホテル、シティホテ

ルが60％台にあるのに比べまして、旅館等は40

％弱にしかないと。年間を通すと、そういうこ

とで非常に厳しい。いっぱいになる時期という

のが限られているということが現状であります。

したがいまして、その繁忙期だけに向けての
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設備投資というのは、これは事業主体としては

非常に難しいことでありまして、その増室とい

うのはなかなかお願いしてできるものではない

かということで、現在、県の施策といたしまし

ては、それならば、集中しているのは宮崎市周

辺ごく一部になってしまう。一方、季節も１、

２、３月、４月といった時期になってしまう。

また、種目もサッカーや野球といった特定種目

に偏っているという現状を改善した上で、１年

のほかの時期にもキャンプ・合宿をしていただ

いて、さまざまな種目に応じてやっていただく。

特に、現在、宮崎は温暖であるということで、

宮崎市から県南部のほうに合宿、冬のキャンプ

が集中しておりますけれど、夏の間も山間部の

冷涼な気候を生かしたキャンプ・合宿といった

ものができないかといった形で、いわゆる通年

化、全県化、多種目化という３本の柱を立てま

して、今後やっていこうというふうに対応して

るところであります。

○星原委員 ですから、１月から12月までの稼

働率がどういう形でどういう人たちが利用して

いるんだ。満杯のときはそこではなかなか厳し

いとなれば違う月。あるいは、逆に言えば、ふ

やすことでほかの、今、東アジア経済交流戦略

なども立てて、外国からも呼ぼうとかしている

わけですから、そうしたら、そういう形のもの

で今稼働していない月などをうまく埋める方法

とか知恵を、お互いに県だけではなくて、そう

いう団体との協議の中でどういうふうな対応を

していったら、うちはこういう月があいてるの

でこういうことでできないかとか、いろいろな

本当にそういうことをやりながら、全体を年間

通じての数をふやしていく形をどういうふうに

したらいいかということを打ち合わせをしてお

かないと、やはりまずいんじゃないかなという

気がするものですから。

ぜひそういうことについても、やはり団体の

方々としっかりした形でいかないと。県が、行

政側としてはいろいろなことで呼ぼう呼ぼうと

してますけれど、その辺がちょっとバランスが

うまくとれていないといけないんじゃないかな

と思いますので、ぜひ検討してやってみてくだ

さい。

○金子観光物産・東アジア戦略局長 先ほどの

孫田課長の補足をいたしますと、今このスポー

ツキャンプの窓口をワンストップ化ということ

で、県の観光コンベンション協会にそのチーム

をつくっております。そこが相談をまず一元的

に受けまして、各市町村、ホテルだけではなし

に、実は施設も足りないというような、うれし

い悲鳴ではあるんですけれども、やはりそのよ

うな状況も実は生まれてきておりまして、そこ

らの調整。それから、協会が駅前のＫＩＴＥＮ

ビルに移転をいたしました。ちょうどそこはホ

テル旅館組合もまた同じフロアにございまして、

そういった意味では、スポーツ施設とそれから

泊まるところも含めまして調整をやりやすく

なっていると思います。

実は、海外の高校生のチームとかも、ぜひ宮

崎県とお話等も来ているようでありますけれど、

そういった意味では、全市町村になるべく広が

りを持たせるように、協会のほうでそこはうま

く調整をしながら、はめ込みをしているという

ような状況でございます。

○星原委員 ぜひそういう協議をして、雇用ま

で広がるような形までちゃんと考えてください。

よろしくお願いをしておきます。

○山下委員長 ほかにございませんか。

○有岡副委員長 失礼します。農政のほうから

も来られているので、ちょっと関連して質問さ
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せていただきますが。

選手と指導者の話を聞きますと、合宿に来る

と、やはり楽しみなのは食事だと、それ以外に

楽しみはないと、とにかく食事がいいところに

行きたいと、そういう声もあると聞いているの

ですね。そういう意味で、アスリートフードマ

イスターとかそういう制度ができるぐらい、そ

ういう食事をどうつくっていくのかというのが

課題だというふうに考えてるのですが。その中

で、例えば宮崎でとれる野菜、ホウレンソウで

も今の時期と冬では成分が違うと、そういう実

態があるんじゃないかと思うのですが、例えば

宮崎の野菜の、そういう選手に提供する野菜の

成分検査をして、この野菜はこういうふうに今

できていますとかいう、そういう成分検査のサ

ービスというような視点での取り組みはないの

かお尋ねしたいと思いますが。

○甲斐ブランド・流通対策室長 副委員長が

おっしゃいましたように、やはり宮崎は農畜産

物の県でございますので、こういう機会を利用

しまして、ＰＲするということは大変重要であ

ると考えております。特に、おっしゃいますよ

うに、宮崎の野菜、果物というのは、非常に機

能性に富んでいるということは大体わかってき

ましたので、例えば宮崎の健康ピーマン、こう

いったものにはビタミンＣがたっぷり含まれて

いるということがわかっております。

今もこれに続く健康食品の開発に努めてるわ

けなんですけれども、先ほど副委員長がおっしゃ

いましたアスリートフードマイスター、こういっ

た野菜ソムリエ協会さんの関連企業でございま

すけれども、そういったところと今後は連携を

いたしまして、宮崎の食材を使用した、先ほど

の健康ピーマンとかそういったものを中心にし

たアスリートメニューの開発、こういったもの

を進めまして、アスリート食への宮崎食材の使

用促進というものを進めながら、宮崎の農産物

のＰＲに努めてまいりたいというふうに考えて

おります。

○有岡副委員長 ぜひフードビジネスに取り組

んでますので、そういうレシピあたりをどんど

ん普及させて、宮崎の食材をうまく使っていく

ように要望したいと思います。

もう一点お尋ねしたいのは、例えば、ワール

ドカップ、サッカーがありましたけれども、そ

のときにドイツが宮崎で合宿した記憶があるの

ですが、例えばそういったチームに今からアポ

をとりながら、宮崎でのオリンピックに向けて

の合宿はいかがですかと、そういったアプロー

チというのは、現在、宮崎での経験のある、実

績のあるところとのつながりというのはいかが

なものなのでしょうか。

○孫田観光推進課長 まず、当時、ワールドカッ

プ日韓大会のときに合宿、キャンプをしていた

だいたのは、スウェーデンとドイツの２カ国で

ございまして、これ、現在、もうことしの段階

から実はドイツのほうにいらっしゃる方とコン

タクトをとりながら、どういった形でアプロー

チできるのかという情報収集を既に始めており

ます。これをまた来年度以降さらに一歩進めま

して、そういったパンフレット等も準備を何と

かして、売り込みをしていきたいなということ

で考えております。

なお、先ほど副委員長がお尋ねになりました

アスリートメニューの部分で、成分検査という

ことで農政のほうからお答えいただきましたけ

れど、実はアスリートメニューにつきまして、

今年度も取り組みを始めておりまして、特に宮

崎の場合は、ゴルフのトレセンとして指定を受

けたということもありまして、そちらの例えば
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シーガイアのシェフが、味の素の国立ナショナ

ルトレーニングセンターのほうのシェフといい

ますか、調理のところに研修に行きまして、そ

ういった勉強をした上で、さらに、県内のほか

の宿泊施設等と勉強、そのレシピの内容につい

てそのノウハウを伝授するというような形の取

り組みも進めているとこでございます。

○有岡副委員長 どうもありがとうございまし

た。

○横田委員 「Ｄｉｓｃｏｖｅｒ Ｔｏｍｏｒ

ｒｏｗ」という資料をいただいてるんですけれ

ど、これはどういうところで使われるんでしょ

うか。

○松浦記紀編さん記念事業推進室長 お配りし

ております資料につきましては、オリンピック

の開会式のセレモニーで、岩戸開き神話を取り

上げてほしいというようなものを見やすくした

ものでございまして、ことしの７月に既にもう

オリンピックの組織委員会でありますとか、そ

れから、私のほうでは文部科学省でありますと

か観光庁でありますとか、そういったところに

はお配りをしたところでございます。そのほか

に民間のところで会合がありましたついでに、

御紹介をするときにお配りをしたとかいうよう

な使い方をしてきたものでございます。

○横田委員 私の知り合いで、今度、神楽をもっ

ともっとみんなに見てもらいたい、知ってもら

いたいということで、県のあちこちの神楽を一

カ所に集めて、例えば神武さまのお祭りの前の

日とかに、そういう催しをしようじゃないかと

いうような団体がおられまして、私、そのこと

がちょっと気になったものだから、神社庁に行っ

て、神社庁の皆さんたちとじっくり話をさせて

もらったんですけれど、神社庁としては、神楽

は本当はそこの神社のお祭りのときに、あそこ

に足を運んでもらって見てもらいたいと、そう

いう思いを持っておられるようなんですよ。い

ろんなイベントで客寄せ的に使うとか、そうい

うのはあんまり本当じゃないと。ですから、多

分はオリンピックとか使うのならば賛成はして

いただけると思うのですけれど、神社庁とはしっ

かりと話を一緒に進めていきながら、合意のも

とに進めていかないと、ちょっと、もしかして

まずいことになったらいけませんので、そこら

あたりも配慮していただければいいなと思いま

す。

○松浦記紀編さん記念事業推進室長 御指摘が

ありましたように、やはり神楽というのは、地

域の中での神事であり祭りである。この基本性

は我々としても崩してはいけないというふうに

思っております。そういうような考え方も含め

て、神社庁とは、基本方針なり、どういった動

きをしたいというようなところをしっかり議論

をしてというか、意見交換をさせていただきな

がら、こういった動きをしておりますので、そ

ういったところの御理解はいただけているもの

というふうに私は考えております。

○横田委員 わかりました。

○十屋委員 まず、これ今、横田委員が言われ

たんですけれど、ひょっとこをここに載せてい

ただいてありがとうございます。安田次長のお

計らいかもわかりませんが。まず、お礼を申し

上げたいと思いますが。

それと、先ほど説明がありました官民連携組

織、これ８月の１日に立ち上げられているので、

市町村も含めて48団体。これで現時点、３カ月

ちょっとですから、いろいろな動きがあったの

かもしれませんが、何か特別、会議をされて、

どういう意見が出たのかということが、もしわ

かればちょっと教えていただけますか。
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○井手総合政策課長 官民連携会議、事実を申

し上げますと、全員そろって会議というのは、

この８月の総会、今年度中はまだこの１回だけ

でございます。この下のレベルの実務者レベル

では、打ち合わせをいろいろとやってるところ

もありますけれども、みんなで集まってという

形というのは、今のところまだ行っておりませ

ん。総会においては、このプロジェクト全体の

説明とそれぞれ官民の役割分担みたいなお話を

差し上げて、みんなで機運を盛り上げながら頑

張っていきましょうという、意識の統一を図っ

たというのが総会でございます。今年度中に実

務者レベルでことしの動きを踏まえながら、次

年度どういうふうに動いていこうかという打ち

合わせをやろうということで、今準備をしてい

るところでございます。

○十屋委員 このぶら下がりで、必要に応じて

専門部会を検討・実施ということは、一応今３

つですけれども、これがまたいろんな意見が出

てくれば、この官民連携会議48団体ですから、

幾つかに分かれて、そのテーマごとにこれから

また詰めていくということですね。

○井手総合政策課長 委員がおっしゃるとおり

でございます。それぞれの部会で動いたことを

また推進会議、本体のほうにフィードバックを

して、次の動きにつなげていくということを考

えております。

○十屋委員 もう一つ。先ほど、次のページの

スポーツ合宿の受け入れということで、これは

春だけのことですね。秋から冬にかけてという

のは、まだこれとは別にあるわけですね。

○孫田観光推進課長 こちらの資料に入れてお

りますのは、春のプロ野球とＪリーグが泊まっ

たところだけです。実際には、これよりはるか

に多いところに、それぞれの各種種目、各種チ

ームが合宿を行っております。

○十屋委員 だから、先ほど星原委員からもあっ

たんですけれど、やはり泊まるところというの

が、今、日向は韓国の野球が来てるのかな。だ

から、そういう面からすると、韓国の野球など

は、一時期ウォン安で円高で高くてということ

があって、でも結局、宮崎のほうがいろいろ合

宿しやすいということで、何チームか声はかかっ

てるんですけれど。そうしたときにやはりバッ

ティングするんですよね。１チームじゃなくて

３チームぐらい来られたら、泊まるところがな

くなっちゃう。非常に交通網が整備されたから

といって、１時間かかって練習場に行くという

のも負荷がかかりますし、非常に大きな問題と

いうか課題であるなと思っていますので。

この春先、それからトータルで年間、先ほど

話があったように、分散できればいいんだけれ

ど、分散するというのも非常に偏った、冬のス

ポーツなら冬のスポーツで今度は春先にやるん

だろうし、夏のスポーツだったら今度は秋のシ

ーズンにやるのだろうし、そのあたりをうまく

コーディネートしないと非常に難しいかなとい

うことと、もう一つは、市町村に行きたいけれ

ど、やはり施設が狭かったりとか対応できない

とかそういったこともあるので、これは全部何

でもかんでも県がやれということではないのだ

けれど、県全体としてスポーツランドを標榜し

ていくなら、先ほども話しましたように、全体

的に施設も含めて、ちょっと無理をしていただ

くようなお話も、せざるを得ないのかなという

ふうな思いもするのですけれど。そのためには、

やはり誘導策というものが、県としての姿勢と

いうものも必要だと思うので、そのあたりも十

分に考えていただきたいなと思います。

私からは以上です。
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○橋本総合政策部長 スポーツランドを掲げる

宮崎県として、おっしゃるように、それに向け

て市町村も含めて一体的にやっていくというこ

とは大事だと思いますし、何よりも道路網とか

も含めてのハードの整備というのは必要だと思

います。このオリンピックのところも、やはり

理念として掲げていますように、一過性のもの

にしない、有形無形の財産づくりとしておりま

す。

これとあわせて２巡目国体が議論されている、

議会でも御指摘いただいてるところですけれど

も、私の理解だと、１巡目の国体を全国順番に

やる中で、やはり国体道路とかいう名前ができ

るような形で、戦後からの復興のインフラ整備

という面が多々あったと思います。２巡目国体

をどう考えるかといったときには、そのときに

はどこにもないものを１個つくるということで、

県で１巡目の国体は総合運動公園を中心にやっ

ておりますけれども、今、スポーツランドとい

いますと、面で捉えるべきだと。そうしたとき

に、それぞれの地域バランスですとか、あとは

当時はなかったものをそれぞれの市町村がもう

お持ちの部分もありますので、そこをどう連携

させるかとか、やはり先ほどの会計制度の話も

ありましたけれども、限られた財源の中でより

有効活用できる方策、これはもう全県的に考え

るべきだというふうに思っております。

一義的には今、教育委員会のほうでその辺の

情報収集やあり方について御議論いただいてい

ますけれども、我々もこのスポーツランドを推

進するという観点から、しっかりと議論に参加

して、今いただいたような議論を踏まえて、意

見交換をして方向性を示せるように頑張ってま

いりたいというふうに思います。

○山下委員長 ほかにないですか。なければ終

わりたいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 これで委員会を終了いたします。

執行部の皆さん、お疲れさんでした。ありがと

うございました。

暫時休憩いたします。

午後２時33分休憩

午後２時35分再開

○山下委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

まず、協議事項（１）の次回委員会について

であります。

次回委員会は、閉会中の１月30日金曜日の開

催を予定しておりますが、この委員会が、当委

員会においては実質的に調査を行う最後の機会

となっております。お手元に資料を配付させて

いただきましたが、これまでの委員会の活動に

ついて振り返っていただきながら、執行部への

説明や資料の要求について御協議をいただきた

いと考えております。

ここで１ページなのですが、今までの経過に

ついて、山口書記より簡単に説明をしていただ

きたいと思います。横長の説明資料を見てくだ

さい。

○山口書記 配付させていただいているＡ３の

資料をごらんください。これまでの委員会の経

過を一覧にいたしました。まず、それぞれの委

員会でどういうふうな議論があったのか、紹介

をしていきたいと思います。

最初、第１回の５月16日の金曜日の委員会な

のですが、教育委員会、商工観光労働部に来て

いただきまして、本県のスポーツ振興の現状と

課題について説明をいただきました。内容につ

きましては、第二次宮崎県教育振興基本計画の
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中で示されました、本県のスポーツ振興体系図

であったり、２番目、本県の競技スポーツの取

組状況等ということで、選手の育成強化や指導

者の育成であったりとか、もしくは、国体や高

校野球といった全国大会等の主要大会の成績に

ついて説明をいただきました。

この中では、執行部のほうから、課題として、

少年種別の継続的な強化が必要であったりとか、

成年種別の重点強化指定、未普及競技や女子競

技の育成・強化、指導者の養成・確保、競技団

体や関係機関・団体との連携・協力体制につい

て課題があるといったような説明がありました。

商工観光労働部からは、オリンピック・パラ

リンピック東京大会へ向けた合宿誘致等の取り

組みということで、東京五輪おもてなし部会の

設置と誘致に係るこれまでの取り組みであった

り、代表合宿等の受け入れ実績やゴルフのナショ

ナルトレーニングセンターの競技別強化拠点施

設の指定といった話をいただいております。

この際には、委員の皆様からオリンピックの

事前合宿に向けて、市町村ともっと連携を図る

べきじゃないのかといった御意見や、２巡目国

体を見越した指導者の確保、スポーツ少年団の

団員の底上げ、受け入れ体制ということについ

て、先ほども話がございましたけれども、食事

だったりとかスポーツメディカルといったとこ

ろで、他県と差別化を図っていくべきではない

か、こういうふうな御意見がありました。

続きまして、６月20日になります。教育委員

会と公益財団法人宮崎県体育協会に出席いただ

きました。ここでは、本県の競技スポーツの取

組状況等について、小学生から高校生にかけて

の少年競技力向上対策、競技力推進校の指定で

あったり、ジュニアアスリートの育成等につい

て説明をしていただきました。また、スポーツ

指導者の資質向上と競技力向上対策、教員採用

特別選考制度についても説明がございました。

（２）番、公益財団法人宮崎県体育協会にお

ける人財育成の取り組みについて、国体での成

績向上を目指した選手の育成強化の話、スポー

ツメディカルサポートであったりとかスポーツ

トレーナーの養成、スポーツ相談といった支援

体制の充実、指導者の資質向上対策といった説

明をいただきました。

この委員会では、委員の皆様から、例えば、

強化推進校や特別強化指定校といった形で、他

県のように段階的な競技力の強化も必要じゃな

いかという御意見をいただきました。また、競

技力強化推進校、地域の偏りがあるような感じ

もするので、ライバル校による競い合わせといっ

たことも必要じゃないか、また、頑張ってる私

学のてこ入れなんかはできないか、県内の企業

や武道に強い県警との連携をもっと図っていく

べきだ、こういうふうな御意見をいただきまし

た。あわせて、競技力向上のためには、国体枠

といった形で財政的な裏づけが必要じゃないか、

こういう御意見もいただいております。

そして、７月に入りますけれども、７月３日、

４日で県南地区の県内調査を行いました。

まず、県南調査ですが、宮崎大学医学部、先

ほども帖佐先生の話がございましたけれども、

スポーツメディカルランド宮崎構想について調

査を行っております。これはロコモーティブシ

ンドロームの予防についてであったり、年齢や

障がいの有無にかかわらず、スポーツを楽しめ

るような環境の整備、障がい者スポーツの国内

拠点を宮崎に持ってこれないかといった、今ま

でとは違った宮崎ならではの合宿誘致のやり方

もあるんじゃないかという話もしていただいて

おります。
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（２）番、青島グランドホテルです。スポー

ツ合宿・キャンプの受け入れに係る食事メニュ

ーの提供ということで、こちらのほうでは旅館

型ホテルの廃業が相次いでいて、他県との競争

力が低下しているという話がございました。あ

わせて、ホテルが減っていることで、これまで

積み重ねてきたノウハウが継承できないといっ

た話もありました。宮崎大学と関連して、ロコ

モの予防改善のためのヘルスツーリズムの取り

組みを始めたことについても御紹介いただいて

おります。

（３）番、都城東高等学校になります。私立

学校の競技力向上についての調査ということで、

県の強化指定は受けてないのですが、野球部や

剣道部、女子ソフトボール部の強化に頑張って

いますという話を伺っております。

（４）番、鹿児島市になりますが、鴨池公園

水泳プールのＰＦＩ事業について調査をしまし

た。ここでは、施設の設計や建設に係る部分よ

りも、運営や維持管理の部分でコストの縮減が

図られているという説明でしたが、あわせて、

鹿児島市が取り組むスポーツ合宿、キャンプ誘

致の話も伺っております。

（５）番、都城市ですけれども、都城市のス

ポーツ施設の現状と課題ということで、都城運

動公園の現地視察を行いました。また、市が独

自にスポーツの拠点施設を整備を行っていると

いうお話を伺っております。

続いて、県北調査、７月15日から16日にかけ

て実施いたしましたけれども、（１）番、宮崎商

業高等学校です。こちらでは、県の強化指定を

受けております、女子ソフトテニス部であった

りカヌー部といった部活動の取り組みについて

お話を伺っております。こちらでは、練習設備

の問題であったり、宿泊する寮の関係で、部活

動の顧問の先生に結構負担が行っているという

話を伺いました。

続きまして、綾町になりますが、同町が取り

組んでいるスポーツランド綾による地域活性化

について、施設の整備の話など伺っております。

あわせて、綾てるはドームの現地視察を行いま

した。

（３）、五ヶ瀬町になりますが、ごかせＧパー

クを核にした合宿誘致に係る取り組みを伺いま

した。また、こちらでは、東京オリンピックの

事前合宿の誘致に向けた取り組みについて、カ

タールの代表合宿誘致に向けた取り組みであっ

たり、スポーツボランティアの聖地に向けた取

り組みといったお話を伺っております。

（４）番、延岡市ですけれども、西階総合運

動公園の現地視察を行いました。あわせて、旭

化成との連携といった話についても伺っており

ます。

（５）番、旭化成株式会社延岡支社では、柔

道部、陸上部といった運動部の活動であったり

とか、毎年実施しているゴールデンゲームズの

概要について調査を行っております。旭化成か

らは、地域との連携で地元柔道教室であったり

とか合宿等を開催しているけれども、要望があ

れば、県内の高校生を対象とした指導などにも

取り組みたいといったお話を伺っております。

７月24日、第３回の委員会になりますが、午

前中に公益財団法人宮崎県スポーツ施設協会の

ほうで、総合運動公園の現地調査を行っており

ます。こちらでは陸上競技場、県武道館、水泳

場等を見させていただきましたけれども、全体

的に老朽化をしていた状況がありました。

午後になりまして、教育委員会と商工観光労

働部に出席いただいて、競技施設について、平

成25年度の県外からのスポーツキャンプ・合宿



- 20 -

平成26年11月28日（金曜日）

の受け入れ実績についてということで説明をい

ただきました。

競技施設については、国体の招致表明から開

催までのスケジュールの確認であったり、昭和54

年の国体での実施競技、また、当時使用した施

設がどうなっているのかということについて説

明をいただいております。また、施設の課題と

して、国体の基準を満たす施設がない競技の対

応であったり、施設の老朽化といったことがあ

ることを聞きました。

商工観光労働部からは、25年度の合宿の実績

について、25年度には合宿への延べ参加人数が

過去最高を更新したという話であったり、26年

春季キャンプでは、経済効果が89億9,400万円

あったという説明がありました。

この際、委員より、国体の開催については県

の経済状況もあるので、当然、身の丈に合った

国体を目指すしかないのではないかといった御

意見や、限られた予算の中で最低限の改修はしっ

かり計画的にやる必要がある、県有施設の県内

の分散、また、オリンピックも2020年と目前に

迫っているので、じっくりその施設の整備につ

いて議論をしてる猶予はないのではないかと

いった御意見がありました。

また、五ヶ瀬町の例を挙げながら、そういっ

た市町村の取り組みをもっと県としても支援す

べきであるし、優良先進事例として、県内市町

村にもっと広く紹介したらどうかといった御意

見をいただいております。

９月24日、第４回の委員会ですけれども、現

地調査ということで、県立小林秀峰高校と高原

町役場に伺っております。小林秀峰高校では、

男子新体操部やハンドボール部、ウエイトリフ

ティング部といった運動部の取り組み状況、小

中高一貫の指導体制について調査を行っており

ます。こちらでは、地域に同校のＯＢが残って

おりまして、そういった方々が中心になって、

一貫指導体制のバックアップを行っているとい

うお話を伺いました。また、宮崎商業高校と同

じく、寮の未整備の状況があるなど、部活動の

顧問の先生が生徒の生活面も見ているといった

状況があるといったことを伺いました。

高原町では、高校在学以降に全国大会以上の

大会で３位以上の経歴を持つ人を対象に行って

いる職員採用の特別選考枠について調査を行っ

ております。

県外調査を10月15日から17日に実施しました。

佐賀県スポーツコミッションということで、こ

ちらでは、佐賀県庁が取り組まれた、学校教育

を除いたスポーツ行政の一元化といった話で

あったり、明確なターゲットの設定をした合宿

誘致の取り組み等について聞いております。

長崎県立総合体育館で国体の視察を行い、一

般財団法人東京オリンピック・パラリンピック

競技大会組織委員会では、ＴＯＫＹＯ2020事前

キャンプ候補ガイドというスポーツ施設のリス

ト作成の話を伺っております。

また、今後の戦略についてご助言いただいた

のですが、各国の委員会が重要視するのは、選

手のコンディションやパフォーマンスの維持で

あって、その維持のために、どのような環境を

宮崎県は提供できるかということを強く言うこ

とが、合宿の誘致の成約の実現の鍵となるといっ

た話を伺っております。

また、先ほど委員のほうからも話がありまし

たけれども、姉妹都市の協定であったり、過去

の代表チームの合宿の実績、そういったものを

武器にしてもいいのではないかといった話を伺

いました。

味の素トレセンでは現地視察を実施し、（５）
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番になりますが、内閣官房に設置された2020年

オリンピック・パラリンピック東京大会推進室、

こちらでは、ホストシティ・タウン構想につい

てお話を伺っております。調査の際に伺ったの

ですが、調査時点では、宮崎県からは、構想に

参加しますという意向は五ヶ瀬町のみからの回

答だったそうです。

（６）番、福井県庁ですが、福井しあわせ元

気国体2018に向けた福井県の取り組みについて、

競技会場についてや、あとは福井県が県単事業

で行っている市町村に対しての施設整備補助金

についての話、スポジョブふくいというＵター

ン・Ｉターン選手の県内への定着対策、あとは

国体の先催県での事例で、準備や運営といった

ソフト面だけでも100億円がかかっているという

ことから、同県では50億円を積み立てて、スポ

ーツふくい基金という形で、基金の造成を行っ

ているといった話を伺いました。

10月31日の委員会では、福祉保健部、県の障

がい者スポーツ指導者協議会、教育委員会に出

席いただいて、本県の障がい者スポーツの現状

や、スポーツ指導者協議会の活動について説明

を受けております。この中で、委員の方々から

は、障がい者のスポーツ指導員の講習の案内の

出し方が偏っているのではないか、もっと積極

的にやるべきではないかといった御意見をいた

だいたり、障がい者に対応したスポーツ施設の

あり方について、県の指導者協議会より、大会

などを行う際、障がい者のトイレの数が足りな

いという話をも伺っています。

また、全国障がい者スポーツ大会の団体競技

に不出場という競技が幾つかあることについて、

不参加の要因は何かという話のほか、市町村内

で競技人口が足りないのであれば、例えば県内

を幾つかのブロックに区切って、必ず競技に出

れるような体制をつくったらどうかといった御

意見をいただいております。

11月28日、本日の委員会になりますが、午前

中に県体育館の現地調査を実施し、午後には、

オリンピック・パラリンピックおもてなしプロ

ジェクトについての現状ついて、また、同プロ

ジェクトに係る商工観光労働部の主な取り組み

について調査を行っております。

これまでの調査の経過については以上になり

ます。

○山下委員長 ありがとうございました。

まず、明けて１月の委員会ですけども、その

ときに何か、執行部に対する説明を求めるとか

御要望等ありますか。それがなければ、今、山

口書記のほうで御説明いただきましたけども、

この内容等について、もうちょっと何かまとめ

ておきたいことがあったら、お出しいただくと

ありがたいと思います。

○横田委員 先ほどちょっと宿泊施設の話があ

りましたけれど、私は、すごくそれが心配なん

ですね。オリンピックはそう考えなくともいい

かもしれないけれど、国体はすごい数の人が来

られるわけで、ホテル・旅館業とかいうのは、

例の耐震診断とか耐震の改修で、すごいお金を

かけなければいけないということで心配をされ

ているんですけれど、今度、サンホテルも閉め

ますよね。この２巡目国体までの間に、どれだ

けホテル、旅館が少なくなるのかなと思うんで

すね。ですから、そこらあたりも一緒に動いて

いかないと、全く国体誘致にならないと思うも

のですから、その宿泊施設に対して、どういっ

た考えを持っているのかを聞いてみたいなと思

うのですけれど。

○山下委員長 きょうはどういう答弁だったで

すか。ちょっと出たのですが。（発言する者あり）
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○横田委員 確かに時期的にはほんの一時期か

もしれないけれど、でも、そこがなかったら国

体は開催できないんじゃないですか。だから、

そこらあたりを何か一時的なものかもしれない

けれど、手を入れないとどうしようもないよう

な気がするのですけれど。

○山下委員長 ビジネスはふえていたかな。

○十屋委員 だから、選手の泊まるところと、

応援に来る保護者なり関係者が泊まるところと

２つに分けて考えないと無理で、選手はやはり

コンディションがあるので、夏場とかはどうし

ても冷暖房の完備で。以前、日向市が一回、高

校総体でやったのは、親は各地域の公民館。布

団などを借りて、地域の人たちが結局お世話を

してあげる。そうすると、日向市は青森の人た

ちだったけれど、青森の人とずっと連携してい

るみたいなこともできると。だから、やはり業

者だけでは無理なので、民間のそれこそ地域の

まとまりがあるようなところにお願いしてでも、

全国から集めれば布団は借りれるから。そうい

うふうな取り組みなどを念頭に置いておかない

と、とてもじゃないけれど昔と違うので、なか

なか難しいですね。親に我慢してもらうしかな

い。

○山下委員長 １月の委員会で何かできますか

ね。そこ辺を、例えばホテル業界との意見交換

になりますかね。

○内村委員 前のときの高校総体のときに、都

城もホテルが全然足りない。私は駅前で案内を

していたけれど、全然足りなかった。（「何年前っ

て、高校総体」と呼ぶ者あり）高校総体がもう10

年前ですね。（発言する者あり）

○太田委員 確かに言われるとおり公民館でし

た。私が職員だったときの接待だって、あのと

きは高校生だったれけど、バスケットの選手だっ

たけれど、公民館に泊めて、そこで村の人たち

が接待したり、お風呂に連れて行ったりしたこ

とがあるような記憶が出てきました。（発言する

者あり）

○山下委員長 前は、54年の国体のときは、ど

ういうさばき方をしたのでしょうか。そのとき

は何も問題なかったんでしょうかね。

○星原委員 だから、そういうことを調べたら

どうか、市内でどれぐらいの人数が来て、どれ

ぐらいの客室数が要ったか、どういうふうにし

たかということを。だから、今から言われるよ

うに準備するのであれば、10年かけて、あと、

つぶれていくところがあったりすれば、どうな

るのか。だから、逆に、そのことプラス今言う、

観光客と誘客も大概、県外から来る人たちも、

ホテルが時期によってなかなか難しいので、い

ろいろ材料は出しているけれど、こういうふう

にして呼ぶんだとかいうけれど、実際、本当に

受け入れ体制がしっかりできるかどうかとか、

そういう面も考えておかないと無理ですよ、や

はり。

○中村委員 最初の国体のときには、やはり民

間の家に泊まるのを募集したことがある。民間

で受け入れてもらったりしたこともあったし、

まだ検討しなきゃいけないこともいっぱいある

わけだけれども、今いろいろなところで空き家

があるから、空き家を全部借り入れをそのとき

にして、ある程度泊められるようにしてあげて、

そして、公民館が先だけれど、公民館が先だけ

れども、寝る場所などいうものはきれいにして

おかなければいけないわけだから。その辺の開

発もちゃんと今からしていかなければいけない

のかなと思いますよ。

○十屋委員 時系列的に整理された冊子があ

る、54年国体について。一回調査すると、全部
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載っている。（「国体の」と呼ぶ者あり）うん。

○山下委員長 １月の次の委員会で、もう一回

絞るべきことがあったらそれを、もうラストで

すから、ちょっと調査事項でも何でも。（「合宿

も誘致も」と呼ぶ者あり）

例えば、ホテル・旅館業の人たちといった関

係者から、過去はどうだったのかといったこと

を聞くのか。それとも、執行部側から、過去の

国体やら高校総体のときについて、受け入れ体

制がどうだったのかをちょっと聞くのか、どっ

ちがいいでしょうか。（発言する者あり）

○中村委員 ホテル業界はほうっておいてもお

金を取ってやっているわけだから。いかに民間

の空き家を利用するかということを。（発言する

者あり）

○山下委員長 執行部でいいですね。過去の受

け入れ体制について。

○横田委員 持っていることを聞けばいいわけ

です。

○山下委員長 受け入れ体制についての。そう

いうことでちょっと執行部と協議してみますの

で、そういうことを１月30日の委員会で織り入

れていきたいと。

それと、一応今までの報告の内容等について

は漏れはないですか。こういうことを土台にし

て、また、報告書の作成等にも協議していきた

いと思ってますので、よろしいでしょうか。何

かあったら、またお知らせください。

それでは、ただいま皆さん方から御意見を承

りましたことをもとにして、１月の委員会には

備えていきたいと、そのように思ってます。

それでは、報告書の骨子案の内容等につきま

しては、正副委員長に御一任いただきたいと存

じますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのような形で準備

をさせていただきたいと存じます。

最後になりますが、協議事項（２）のその他

でございますが、委員の皆様方からは何かござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 ないようですので、これで終わ

りたいと思いますが、次回の委員会は、１月30

日金曜日午前10時から予定をいたしております

ので、よろしくお願いいたします。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。

午後２時59分閉会


